
千葉県食育推進県民協議会
（2024.8.1）

木更津市の
食育の取り組み

（～いきる つながる 食育のチカラ～）

木更津市経済部農林水産課食育きさポン

「食育推進計画の策定」

～木更津市の食育～

１

木更津市では、
平成24年に健康増進計画である「第2次健康きさらづ21」に食育推進
計画を包含・策定し、関係機関と連携しながら取り組みを推進。
令和4年3月にこれまでの食育の取り組みをさらに一層推進するため
の指針として、「木更津市食育推進計画」を策定。

新たに取り込んだ項目
・学校給食における地場産物の活用
・産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選ぶ
⇒地産地消の推進
・食品ロスの削減
・食農教育の推進 など
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木更津市食育推進計画①

～施策の基本的方針～

２

１ 生涯にわたるライフステージに応じた切れ目のない食育の推進

２ 家庭・学校・地域等それぞれの役割に応じた食育の推進

３ 「食」の安全・安心の確保

４ 持続可能な「食」を支える食育の推進

～基本理念～

子どもから大人まで、市民一人ひとりが食を大切にし、正しい知識を
持って食を選択する力を養い、健康的な食生活を実践することで、生涯に

わたり健全な心身を育む。

また、地域の農林水産物を食材として積極的に取り入れることで持続

可能な社会の実現に向けた食育を推進する。

木更津市食育推進計画②

～ いきる つながる 食育のチカラ ～

３

～食育計画のキャッチフレーズ～

令和4年3月に策定した「木更津市食育推進計画」では、市民の食育を一層推

進するため、食育の取り組みを市民に分かりやすく伝えることができ、かつ、

木更津らしさを備え、親しみのあるキャッチフレーズを市民から募集しまし

た。

106件の応募があり、厳正な審査の結果

に決定しました。

食育を推進する中で、活用しています。
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木更津市の取組（２０３０年のあるべき姿）

経済、環境、社会の課題を解決し、このまち（市）を責任をもって次の世代に継承して
いくには、豊かな自然の恵みに感謝し、そこから得た資源を積極的に活かすことで文化
や郷土愛を育み、地域のモノを選択し、経済を循環させるとともに、市民・企業・行政
等の様々な主体が有機的につながり、支え合う共生社会を形成することが必要。
そこで「２０３０年のあるべき姿」として、「自然に寄り添い、学び、経済が循環する
自立した共生社会」を構築し、日本初の「オーガニックシティ」の確立をめざす。
具体的には、以下の３つのプロジェクトを推進。３つのプロジェクトは、経済、環境及
び社会の３側面の統合的向上をめざし、プロジェクト同士の連携を深め、相乗効果を生
み出す仕組みを形成。また、ICTを最大限に利活用し、各プロジェクトの推進力を向上。

社 会
支え合いによる

防災・減災プロジェクト

多様なあり方を認め合い、
支え合う、自立した地域
社会の仕組みを構築する経 済

経済循環を高める
食×農プロジェクト

地域、社会、環境等に配
慮し、主体的に行動しよ
うとする人を育む

環 境
木更津発

脱炭素化プロジェクト
自然と共に発展する持続
可能なまちの基盤を整備
する ４

経済循環を高める食×農プロジェクト

食育の推進

学校給食の地産地消の推進
有機米を使用した学校給食
の提供
地域食材に親しむ機会の醸
成
食育の啓発

環境保全型農業の推進

有機米の生産促進
有機農業の推進
ICTを活用した鳥獣被害対策

産業・創業支援の充実

６次産業化の推進
木更津市産業・創業支援セン
ター（らづ⁻Biz）支援の充実

域内消費の拡大

電子地域通貨アクアコ
インの普及促進

目標１ 地産地消の暮らしの定着

目標２ 安心・安全でおいしい木更津ブランドの確立

４つの取組を
中心に展開！

生産 消費

５
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木更津市食育推進計画②

６

第３期市長マニュフェスト（抜粋）

「木更津市の食育推進の特徴」

１ 木更津市食育推進計画・食育アクションプラン

７

①令和4年3月に、学校給食における地場産物の活用、地産地消の推進
食品ロスの削減などを盛り込んだ「木更津市食育推進計画」を策定。

②より具体的な取り組み・事業を規定し、施策の実効性を高めるため、「木更津
市食育推進アクション」を令和4年5月に策定。 毎年度、進行管理を実施。

２ 推進主体の確立

①食育を総合的かつ計画的に推進するため、保育園、学校、地域、
保健医療機関、生産者、食品関連事業者、農林水産団体などの多様
な主体と「木更津市食育推進協議会」を設置。
食育推進計画の審議、進行管理、委員が所属する団体での食育の推
進を実施。
②副市長を委員長、教育長を副委員長とし、関係部長からなる「木更津市庁内
食育推進委員会」を設置し、関係機関・団体との調整、進行管理を実施。
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木更津市食育推進アクションプラン

８

アクションプランの目的

木更津市食育推進計画に基づいて、より具体的な取り組み・事業を規定し、

施策の実効性を高めるため、木更津市食育推進アクションプランを令和４年
５月に策定し、食育を推進しています。
アクションプランでは、今後5年間に本市及び協議会委員団体が重点的に
行う取り組みについて、可能な限り年次ごとに明確化し、具体的な実施にあ
たっては、市ばかりではなく関係団体が連携、協力しながら取り組んでいま
す。

基本方針 取り組みの方向
具体的な取り組み内容

（指針）
令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

２　家庭・学校・
地域等それぞれの
役割に応じた食育
の推進

⑷地域における食
育の推進

④専門的知識を有
する人材の養成・
活用

農林水産課
健康推進課

食育コンシェルジュ
（食生活改善サポー
ター）の育成・活用

49
新
規

活動主体である食育コンシェルジュ（食生
活改善サポーター）を養成するため、養成
教室を開催します。
食生活改善サポーターの資質向上のための
研修会を開催します。
　養成者数　　　　目標：40名
　研修会実施回数　目標：1回以上

食育コンシェルジュ（食
生活改善サポーター）を
委嘱し、食育推進活動と

研修会を実施します。
目標：40名、研修会1回
以上

食育コンシェルジュ（食
生活改善サポーター）を
委嘱し、食育推進活動と

研修会を実施します。
目標：40名、研修会1回
以上

食育コンシェルジュによ
る食育推進活動・研修会
を実施するとともに、新

たな食育コンシェルジュ
を養成します
目標：養成40名、研修会
1回以上

食育コンシェルジュ（食
生活改善サポーター）を
委嘱し、食育推進活動と

研修会を実施します。
目標：40名、研修会1回
以上

木更津市食育推進計画における位置づけ
担当課 目標 番号 区分

年　度　別　計　画

【食育の推進に関する具体的な取り組み・事業】（抜粋）

木更津市食育推進計画の推進体制

９

木更津市食育推進協議会

本市の食育を計画的に推進するため、生産者・事業者、医療保健関係者、教

育福祉関係者、市民団体等で構成する「木更津市食育推進協議会」（会長：市
長）を設置。
食育推進計画などの審議と委員団体の施策の円滑な実施を図るとともに

食育計画の進行管理を行います。

庁内食育推進委員会

庁内の食育を計画的に推進するため、副市長、教育長、関係部長で構成す

る「庁内食育推進委員会」（委員長：副市長、副委員長：教育長）を設置。
関係機関、関係部と調整を図りながら、活動を進めるとともに進行管理を
行います。
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木更津市食育推進計画の進行管理①

10

取り組みの進行管理

食育推進アクションプランの実効性を高めるため、毎年度、各事業の実績

や進捗状況を評価し、次年度の事業に活かします。

令和５年度の状況（木更津市分）

A B C

⑴
生涯にわたるライフステージに応じた
切れ目のない食育の推進

27 14 8 5

⑵ 家庭・学校・地域等それぞれの役割に
応じた食育の推進

27 19 7 1

⑶ 食の安全・安心の確保 1 1 0 0

⑷ 持続可能な食を支える食育の推進 36 12 6 10

54 21 16

59.3% 23.1% 17.6%

基本方針 取組
進捗度

合 計 91

木更津市食育推進計画の進行管理①

11

取り組みの進行管理（木更津市分）

12

14

20

19

2

1

15

20

53.8

59.3

10

8

5

7

0

0

11

6

28.6

23.1

5

5

2

1

0

0

9

10

17.6

17.6

R4

R5

R4

R5

R4

R5

R4

R5

R4

R5

基
本
方
針
⑴

基
本
方
針
⑵

基
本
方
針
⑶

基
本
方
針
⑷

割
合

進捗状況の推移

A B C

進捗度については、取組の進行管理票における取組（進捗）状況や成果指標など
を評価し、3段階で表示しています。

A・・目標達成 B・・目標の80％以上 C・・目標の80％以下

基本
方針⑴

基本
方針⑵

基本
方針⑶

基本
方針⑷

割合
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木更津市食育推進計画の進行管理②

12

取り組みの進行管理

令和５年度の状況（協議会委員団体分）

A B C

16 6 4

61.6% 23.1% 15.3%

進捗度
取組取組団体数

2610団体

61.6

70.4

16

19

23.1

14.8

6

4

15.3

14.8

4

4

Ｒ５

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ４

割
合

10
団
体

9団
体

進捗状況の推移
Ａ Ｂ Ｃ

年
度
別
取
組

割
合

木更津市食育推進計画の進行管理③

13

取り組みの進行管理の流れ

食育推進協議会委員の所属する団体の取り組み
一次評価・・・各団体

（取り組みをA・B・Cで評価し、課題・問題点を洗い出し、次年度
の取組を決める。）⇒事務局で点検。（修正もあり）

二次評価・・・木更津市食育推進協議会
（一次評価を再点検、課題等の検討）⇒評価の決定

市の取り組み
一次評価・・・担当課

（取り組みをA・B・Cで評価し、課題・問題点を洗い出し、次年度
の取組を決める。）⇒事務局で点検。（修正もあり）

二次評価・・・庁内食育推進委員会
（一次評価を再点検、課題等の検討）⇒評価の決定

木更津市食育推進協議会に報告
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木更津市食育推進計画の進行管理➃
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取り組みの進行管理
進行管理結果表（木更津市分 一部抜粋）

基本方針 取り組みの方向

具体的な取り

組み内容（指

針）

健康推進課 1 新規

妊娠中の栄養指導の方法について
検討し、妊婦等へ向けた栄養講座
をモデル事業として実施します。
現状：初産婦向けの「プレママ講
座」の講義内で、一部栄養につい
て講義を行っている。
　実施回数　目標：年１回

栄養講座を開催し、妊娠
中期(妊娠16週から27
週）の妊婦に、栄養管理
の必要性の理解と動機づ
けを図りました。７名参
加。

　１回実施（12月）
A

目標実施回数を
達成

対象者に対する参
加率が3.7%と低い
ため、実施体制と
周知方法の検討を
行います。

妊娠中期(妊娠16週から27
週）の妊婦に、マタニティ
栄養講座を実施し、栄養管
理の必要性の理解と動機づ
けを図ります。
　実施回数　現状：年１回
　　　　　　目標：年６回

健康推進課 2 継続

母子健康手帳交付時に、毎年度見
直した新たな妊娠・子育て応援
ブックを配付し、母子保健コー
ディネーターによる個別指導を実
施します。
　離乳食講習時のアンケートで参
考になったと回答する人の割合
　　　現状：（R元)　91.7％
　　　目標：92％

母子手帳交付時に、妊
娠・子育て応援ブックを
用いて母子保健コーディ
ネーターによる個別指導
を実施し、望ましい食生
活や妊娠期の注意点など
について伝えました。
　離乳食講習時の調査で
参考になったと回答する
人の割合　77％

B

目標の84％を達
成。
新型コロナの影
響により令和2年
度より調査方法
を変更したこ
と、またアン
ケート内容を栄
養に特化したこ
とにより評価へ
の影響が考えら
れます。

母子保健コーディ
ネーターの指導状
況を確認し、対象
者のニーズを踏ま
えた指導内容を検
討します。

母子健康手帳交付時に、妊
娠・子育て応援ブックを配
付し、母子保健コーディ
ネーターによる個別指導を
実施します。
　離乳食講習時のアンケー
トで参考になったと回答す
る人の割合
　現状：77％
　目標：93％

①妊娠期
の食育の
推進

ライフス
タイルや
多様な暮
らしに対
応した食
育の推進

１　生涯
にわたる
ライフス
テージに
応じた切
れ目のな
い食育の
推進

取組の実施状況（R4）
一次
評価

一次評価の理由
取組上の課題・
問題点・改善等

令和4年度実施結
果に基づく改善内

容
令和５年度取組内容

妊娠を
きっかけ
にして、
望ましい
食生活に
ついて、
知ること
ができる

木更津市食育推進計画における位置づけ

担当課 目標 番号 区分 令和４年度取組内容

木更津市食育推進計画の進行管理➃
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取り組みの進行管理
進行管理結果表（協議会委員団体の取り組み 一部抜粋）

目標 区分 令和4年度取組内容 取組の実施状況（R4） 評価
評価の理由

取組上の課題・問題・

改善等

令和４年度実施結
果に基づく改善内

容
令和５年度取組内容

実施中

小学校（中郷小）を対象
に、集荷場・予冷施設の見
学を受け入れ、農業への理
解を図る。

現状：　１校
目標：　１校

現状：　１校
目標：　１校

実施中

夏野菜苗即売会時に来場者
を対象とする夏野菜栽培講
習会を開催し、地元農業へ
の理解を図る。

現状：１回
目標：１回

現状：　０回
目標：　１回

実施中

JA組合員等を対象としたJA
女性会主催の地元農産物を
活用した料理教室を開催す
る。定員１５名

現状：　２回
目標：　２回

現状：　２回
目標：　４回

地産地消
の推進

取組内容

継続

JA組合員等を対象とした
JA女性会主催の地元農産
物を活用した料理教室を
開催しました。
　開催回数：　２回

A 目標回数を達成

開催場所の関係も
あり、徐々に参加
者を増やしていき
たい。

料理教室の開催

目標数を達成

今回実施した活動
を継続していくこ
とで、より多くの
児童に理解が図れ
ます。

継続
新型コロナウイルス感染
症の影響により実施しま
せんでした。

C 未実施のため

新型コロナウイル
ス感染症対策の変
更を受け、今後検
討します。

施設見学受入れ
（集荷場）
（予冷施設）

講師の派遣
（栽培講習会）

継続

中郷小の生徒を集荷場・
予冷施設の見学により農
業への理解を図りまし
た。

A

15

16



令和5年度

木更津市庁内関係課の取り組み（実績）

食育きさポン

木更津市食育計画のキャッチフレーズ

～いきる つながる 食育のチカラ～

食育の啓発①（農林水産課分）

～市民への啓発①～

16

「食」を通じての健康づくり、地元食材を使用した学校給食、学校給食への提供
を目指した有機米栽培・旬な地元農林水産物の紹介などを、イオンモール木更津
で展示を行っています。（R4.6月～実施中）

国の食育月間（6月）に合わせ、R5.6/23～7/3に実施展示状況

イオンモール・

営業担当から

お世話になって
おります。
食育啓発のパネ
ル展を実施いた
だき、ありがと
うございました。
日頃の食生活を
見直すきっかけ
になるような、
有意義な内容で、
お客さまも熱心
に見ていらっ
しゃいました。
今後とも宜しく
お願いいたしま
す。

17
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食育の啓発①（農林水産課分）

17

ちばの食育月間（１１月）に合わせ、R５.１１/１６～11/27に展示を実施。
11/19、26は対面での啓発も実施。参加者には、大塚製薬提供のカロリーメイトをプレゼント

～市民への啓発①～（令和5年11月）

食育の啓発①（農林水産課分）

～市民への啓発①～（令和5年11月19日実施）

18

11/19の対面での食育啓発は食育コンシェルジュによる野菜の
重量あてクイズを実施。協力：健康推進課

明治安田生命㈱の協力も
（ベジチェック）

19

20



食育の啓発①（農林水産課分）

19
11/26は対面での食育啓発を実施（子どもを含む家族に野菜あてクイズを実施）協力：学校給食課

～市民への啓発①～（令和5年11月26日実施）

食育の啓発②（農林水産課分）

～市民への啓発②～

20

市民の地産地消への理解を進めるため、令和4年6月から旬な地元農林水産物
もレシピをつけて市広報紙・ホームページで紹介しています。

広報R4年6月号

広報4年７月号

21
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食育の啓発②（農林水産課分）

～市民への啓発②～

21

このレシピは、健康推進課・こども保育課・学校給食課が輪番制で作成しています。（健康
推進課は、食生活改善サポーターが担当）

広報4年８月号

広報4年９月号

食育の啓発②（農林水産課分）

22R4.６月からR5.５月までのレシピ

23

24



食育の啓発②（農林水産課分）

23R５.６月からR６.５月までのレシピ

食育の啓発②（農林水産課分）

～市民への啓発②～

24R5.12月号の「広報きさらづ」

25

26



食育の啓発②（農林水産課分）

～市民への啓発②～

25

年末を迎え、調理する機会も増えること
から、今一度本年に掲載したレシピを再確
認してもらうことや市民の好みの傾向を
把握することを目的に、あなたが選ぶ旬
な地元産農林水産物レシピNo１ 2023
を実施しました。

あなたが選ぶ旬な地元産農林
水産物レシピNo１ 2023

応募はこちらから

食育の啓発③（農林水産課分）

～市民・事業者への啓発～

26

市民に地産地消の取組を周知することで、地場農林水産物等への理解と意識

向上につなげ、生産と消費拡大を図るため、令和4年11月から「木更津市地産地

消推進店」の認定を行っています。

〇対象・・小売店 ・・ 概ね6か月以上の販売・掲示
飲食店 ・・ 通年で１品以上使用・掲示

〇グレード（取扱産地により4階級に区分）
木更津産（有機農産物） ★★★★（4つ星）
木更津産 ★★★ （3つ星）
君津地域産 ★★ （２つ星）
その他千葉県産 ★ （１つ星）

〇販売促進資材
認定証のほか、のぼり旗・ステッカーを貸与（認定店が選択）

地産地消推進店の認定を行っています。

27

28



食育の啓発③（農林水産課分）

27

～市民・事業者への啓発②～

こののぼり
旗・ステッ
カーが目印！

R5.2月の初回認定書交付式

令和６年６月現在

番号 店舗名称 所在地 区分 取扱品 グレード

1 中国料理　東洋　木更津店 木更津市太田4-14-1 飲食店 木更津産豚肉 ３つ

2 梅月庭　清見台本店 木更津市清見台東2-5-28 小売店
木更津産ブルーベリーを
使用した菓子

３つ

3 茂　寿司 木更津市岩根4-6-12 飲食店 木更津産米 ３つ

4 Les　cadeaux　rouges 木更津市長須賀2320 小売店
木更津産牛肉を使用した
加工品（ハンバーグ）

３つ

5
マックスバリュ
木更津請西店

木更津市請西南2-27-1 小売店 木更津産野菜 ３つ

6 中華食堂　金龍 木更津市木更津3-13-1 飲食店 木更津産米 ３つ

7
マックスバリュ
木更津太田店

木更津市太田4-18 小売店 木更津産野菜 ３つ

8 宝家 木更津市中央2-3-4 飲食店 木更津産米 ３つ

9 さかなと天ぷら　さのや 木更津市大和1-9-5 飲食店 木更津産米 ３つ

10 ㈱高倉農産物直売センター 木更津市矢那4674-1 小売店 木更津産米 ３つ

11 道の駅木更津うまくたの里 木更津市下郡1369-1 小売店 木更津産米 ３つ

12
オーシャンテーブルカフェ
木更津店

木更津市東中央1-3-12 飲食店 木更津産牡蠣 ３つ

13 ブッフルージュ 木更津市大和1-8-3 飲食店 木更津産豚肉 ３つ

14 舵輪 木更津市富士見3-5-14 飲食店 木更津産豚肉 ３つ

15 ごくりっ 木更津市大和2-2-16 飲食店 木更津産豚肉 ３つ

16 KURKKU　FIELDS 木更津市矢那2503
小売店
飲食店

木更津産有機野菜 ４つ

17 ピッツェリアスクデット 木更津市祇園1-26-9 飲食店 木更津産豚肉 ３つ

18 炭火牛たん　一心亭 木更津市請西1-18-9 飲食店 君津地域産米 ２つ

19 いなげや木更津請西店 木更津市請西2-9-1 小売店 木更津産野菜 ３つ

20 吟米亭　浜屋　文京店 木更津市文京6-11-17 小売店 君津地域産米 ２つ

21 吟米亭　浜屋　朝日店 木更津市朝日3-10-19 小売店 君津地域産米 ２つ

22
セブン-イレブン木更津請西平
川店

木更津市請西1801-3 小売店 木更津産野菜・果物 ３つ

23 チャイニーズレストラン　龍 木更津市中央3-4-7 飲食店 木更津産米 ３つ

24
デイリーヤマザキ木更津駅前
店

木更津市富士見1-2-1 小売店 木更津産米・野菜 ３つ

25 落花生専門店の鈴市 木更津市新田1-5-19 小売店 千葉県産落花生 １つ

26 落花生工房かずさ屋 木更津市新田1-1-28 小売店 君津地域産落花生 ２つ

27
ポルシェ・エクスペリエンスセ
ンター東京

木更津市伊豆島1148-1 飲食店 木更津産有機米 ４つ

28 山津屋 木更津市文京3-1-9 小売店 木更津産落花生 ３つ

29 フルーツ太陽 木更津市大和1-1-1 小売店 木更津産野菜・果物 ３つ

30 炭焼きと現代和食　ろおじ
木更津市東中央1-4-10
和雅ビル２F

飲食店 君津地域産米 ２つ

地産地消推進店一覧表

食育の啓発➃（農林水産課分）

28

全量の学校給食提供を目指す「有機米」栽培
木更津市では、令和７年度の小中学校の学校給食への全量提供を目指し、無

農薬・無化学肥料による「有機米」を生産者の協力をいただき令和元年度から

進めています。

協力いただいている生産者の皆さん 講師による直接指導でゼロからのスタート 元気に育つ「きさらづ学校給食米」

講師によるほ場巡回（生産者の皆さん） おいしい給食に笑顔

29

30



食育の啓発➃（農林水産課分）

29

食育の啓発➃（農林水産課分）

30

有機米栽培で気づいたこと

有機栽培（無農薬・無化学肥料）の圃場慣行栽培の圃場

31

32



食育の啓発➃（農林水産課分）

31

生産者と学校（児童）の交流
令和元年度の学校給食に無農薬・無化学肥料による「きさらづ学校給食米」導入を

契機に、生産者を招き、毎年小学校児童との交流を行っています。

R元年度：真舟小学校 R２年度：鎌足小学校 R３年度：高柳小学校
有機米栽培に協賛いただいているポルシェジャパン関係者も同席

R4年度：中郷小学校
ポルシェジャパン関係者も同席

中郷産のお米や地元産の食材を使用した献立

R５年度：富来田小学校
ポルシェジャパン関係者も同席

食育の啓発➃（農林水産課分）

32
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食育の啓発⑤（農林水産課分）

33

食育の啓発⑤（農林水産課分）

34

令和５年度の取り組み

35

36



食育の啓発⑥（農林水産課分）

35

令和５度の取り組み

市民の皆さんに食の大切さや地産地消の取組などを理解してもらうた

め、「食で見るきさらづの農林水産業」として、学校・公民館・地域等で食

育の出前講座を行っています。

出前講座を行っています。

クイズなどを交え、中学校での出前講座の様子

食育の啓発⑦（農林水産課分）

36

令和５年度の取り組み

37
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食育の啓発⑥（庁内食育関係の取り組み）

37

食育の啓発⑥（庁内食育関係の取り組み）

38

令和５年度の取り組み学校給食課

有機米を活用した本みりんを学校
給食で提供

木更津市産の有機米のうち、粒が
小さく学校給食に提供できなかっ
た米を活用した本みりんを学校給食
で提供。
また、みりんの製造や食品ロスに
ついて、給食だより等で周知。
令和５年１１月の給食で使用

木更津産有機米とじゃがいも、本みりんで作っ
た市内産のりの佃煮などの給食（R５.11.6）

39

40



食育の啓発⑥（庁内食育関係の取り組み）

39

令和５年度の取り組みこども保育課 （市立保育園での食育の取り組み）

千葉県の伝統食「太巻きすし」をおやつで提供（Ｒ５.6）

旬な玉ねぎの収穫と調理風景（Ｒ５.5）

園庭でバケツによる稲作を栽培し、収穫から調理を

体験。写真は、おにぎりパーティーの風景（Ｒ５.10）

食育の啓発⑥（庁内食育関係の取り組み）

40

令和５年度の取り組み農業委員会

市内の小学校（６校）では、農業委員が中心となり地域の方々の協力を得て、稲作体験を
行っています。
子どもたちは、手作業で田んぼに稲を植える体験を通して、身近に農業を感じることができ
ます。また、お米が出来上がるまでの大変さも知ることができます。そして、昔ながらの稲作
と現代の機械化された農業の両方を体験できる場になっています。

41
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ご清聴ありがとうございました。
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